
学校名 甲州市立勝沼中学校 教科 道徳 社会 

研究主題 
確かな学力を育む学習指導の在り方 

～個別最適と協働的な学びを実現させるICTの効果的な活用の探求を通して～ 

 

１．研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

①ICT の効果的な活用の探求 

②Google アプリケーションの効果的な活用 

③「情報社会に生きる読解力・記述力育成事業（副教材）」の活用 

   

（２）具体的な研究活動 

①ICT の効果的な活用の探求 

・各教科における ICT の積極的な利活用をすすめた。ほぼ全ての教科で Chromebook やデジタル  

教科書を活用した。 

・諸行事においても、ICT を活用したリモート生徒集会・学園祭・研究会・PTA 学年部会等を実施  

した。様々な可能性を発見するとともに、どんな状況下であっても教育活動を止めない手法を 

集めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   ・ICT の活用を通して、「個別最適な学び」・「協働的な学び」の実現をめざした。例えば、家庭科  

では、エプロンのポケットの付け方の動画を用意し、生徒が Chromebook を活用して自分のペ 

ースで学びをすすめ、学び直すこともできる工夫を行った。道徳科、社会科では、それぞれの 

考えを「Jamboard」に書き込み、意見の集約・共有・見える化を図る工夫を行った。英語科で 

は、理想の学校づくりをテーマに作品作りを行った。その過程で班ごとに画面を通して対話し 

ながら理想の学校の要素について Jamboard で意見を集約し考えをまとめた。さらには、学校 

紹介の英文を「ドキュメント」を使用した共同編集により作成した。同時に ALT とも対話しな 

がら英文の修正等の指導を受けた。まとめたアイディアを確認しながらポスターを作成する姿 

も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会【生徒会本部】 生徒総会【各教室】 地域の伝統祭りの事前学習 

家庭科【動画教材】による【個別最適な学び】 道徳科 自己内対話【意見集約】からの対話 

社会科【画像からの読み取りと意見集約】 



 

 

 

 

 

 

 

②Google アプリケーションの活用 

   ・「授業☓Google アプリ」という一覧表を作成した。それを元にしながら授業の活動の中でどの 

Google アプリケーションを使用すれば、その授業・活動が豊かなものになり、生徒たちにとっ 

て「個別最適な学び」あるいは「協働的な学び」につながるのかを考えた。 

    

 

 

 

 

 

 

  ③「情報社会に生きる読解力・記述力育成事業（副教材）」の活用 

   ・県から配信される副教材を授業で自由に使用することができる。また、それらを編集すること   

    が可能であるため、生徒の実態に合わせた編集・使用が必要だと感じた。教科担当者は試験前  

    の復習などに使用した。 

      

２．研究の成果と課題（〇成果 ●課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ICT の効果的な活用の探求 

○「ICT をまずは授業で活用してみる」というハードルを越えることができた。 

○ICT の活用を考えることで、年代を越えた職場内対話が生まれ、協働体制が高まった。 

 ◯実際に ICT 活用していくことで、デジタルだけに頼らず、アナログの準備が必要であることな

どにも気づくことができた。 

●研究一年目であったが、職員の ICT 活用研修がもう少し必要であった。活用を推進していくた

めに、年度の始めや夏季休業を使い校内自主研修会を企画してみたいと思う。 

 ●生徒のタイピング力の差異とトレーニングの必要性への対応を行っていく必要がある。 

 

②Google アプリケーションの活用 

○授業で使えるアプリケーションを示すことで、活用する目的や場面をイメージしやすかった。 

 ●今年度同様に、実践事例を集約していきたい。また、アプリケーションを組み合わせた活用方 

法や、その活用の際に必要な準備・留意点などもまとめることができると再現性がある事例集

になると考える。 

 

③「情報社会に生きる読解力・記述力育成事業（副教材）」の活用 

 ○発展問題や復習としての活用ができた。こちらで編集が可能なため活用し易かった。 

 ●生徒の実態に合わせて問題や難易度を考えて再編集し、活用していきたい。 

  ●ICT 端末だけでは問題を解くことができないため、ノートなどのアナログの準備をした上で行

っていきたい。 

 

④その他 

 ○一年間の研究を通して、ICT 機器の操作・活用にも自信をもつことができている。 

●次年度、どのような状況下でも「子どもたちの学びを止めない」、「教職員の学びを止めない」

という強い思いを大切にし、ICT を使うことを目的とせず、「確かな学力」を育成することにフ

ォーカスした上で ICT を積極的に活用したい。そして、そのことを通して、子どもたちや教職

員が共に成長していく実践をめざし研究を進めていきたい。 

   

英語科 個から始まる【協働的な学び】 



３．研究授業の概要【道徳】 
（１）主題名 よりよく生きる〜弱さと向き合う〜 Ｄ（２２）よりよく生きる喜び（中学３年） 
（２）教材名 「足袋の季節」（出典：「新訂新しい道徳３」東京書籍） 
（３）本時のねらい 
   主人公の心の葛藤を考える活動を通して、自分の中にある弱さや醜さと向き合いながら強く生き 

ようとする人間の姿のよさに気付き、よりよく生きていこうとする実践意欲と態度を養う。 
（４）本時の評価の視点 

誰しも弱さや醜さを持っていることを理解し、それを乗り越える強さや気高さについて多面的・
多角的に考え、これからの自分の生き方について考えを深めているか。（ワークシート）                        

（５）ICT 活用のポイント 
   Google ジャムボードの付箋機能を活用することで、他の人の意見を見ることができ、多面的・多

角的な考えに触れさせ、より自分の考えを深められると考える。 
（６）授業の展開 
過
程 

□学習活動 ○基本発問  
◎中心発問 ・補助発問 

★ICT 活用場面 
・予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 
◆評価の視点（方法） 

導
入 

□「よりよく生きることにつ
いて考えよう」とねらいを提
示する。 

・「人としてよりよく生きる」
という言葉からイメージす
ることを書く。 

 ★Jamboard に事前に書き込
んだものを提示し、必要
に応じて考えをきく。 

 
 
 
 
・他の人と関わりながら生き
ること 

・周りを大切にして生きるこ   
 と 

 
 
・これまでの授業で学んできた 
内容項目がすべて関わってく
ることを説明する。 

展
開 

□初読の感想をきく。 
 
 
 
○「うん」とうなづいた時、ど
んなことを考えていたのだ
ろう。 

 
○おばあさんの死を知り、「無
性に腹が立った」のは、なぜ
だろう。 

 
 
 
 
 
 
◎許せないほどの後悔をした
私は、どんなことを考えて生
きていったのでしょうか。 

  ★Jamboardへ書き込む。 
  （班の中で色分けする。） 
 
 
 
 
・私は、そのような生き方を通
して、どんな気持ちになっ
ているだろうか。 

・後悔していてかわいそう。 
・最初から 10銭玉だと嘘をつ
かなければよい。 

 
・おばあさんを見下していた。 
・後で謝ればよい。 
・ドキドキしていた。 
 
・自分を恥ずかしいと思った。 
・どうしようもないことをし
てしまったと後悔した。 

・やり場のない気持ちに戸惑
った。 

 
 
 
 
・自分のしてしまったことを
償っていこうとしている。 

・他の人に同じような後悔を
してほしくないという気持
ち。 

・ずっと落ち込んでばかりは
いられない、前を向いて生き
ていこうとする強い決意。 

 
・いつまでも消えない後悔の
念を抱えながらも、正しく生
きることを教えてくれたお
ばあさんに感謝している。 

・必要に応じて、当時の生活状況を補

足説明し、自分の生活と比較するよ

うに促す。 

 

・様々な考えがあるが、どの考えも自

分の行動を正当化するような理由

になっていることに気付かせる。 

 

・おばあさんに対する醜い気持ち
や自分を正当化する弱い気持ち
があったからこそ、強い後悔が
あったことをおさえる。 

 
・補助的に誰しも人には弱い気持
ちや醜い考えがあることをおさ
える。 

 
・Jamboardで他の人の意見を見る
ことで、多面的・多角的な考えに
触れさせ、より自分の考えを深
められるようにする。 

・誰にでもある弱さや醜さに対し
てきちんと向き合い、受け止め
ていこうとしている主人公の姿
を捉えさせる。 

 
 
・よりよく生きることで感じる気
持ちについてもふれる。 

ま
と
め 

○本時の授業で考えたことを
もとに、これからの自分の
生き方について考えよう。  

・誰しももっている弱さや醜
さに対して、どう受け止めて
行動するかが大切だとわか
った。 

◆これからの自分の生き方につい
て、授業の議論をふまえて考え
を深めているか。（ワークシー
ト） 

 



 



３．研究授業の概要【社会】 

（１）単元名 第２部 日本のさまざまな地域  第３章 日本の諸地域  4 節 中部地方（中学２年） 

（２）本時の目標 

  ・中央高地の自然環境を生かした農業の変化と、交通網の発達を関連させて理解している。【知識・技能】 

・中央高地の中心的な産業の変化について、自然環境や歴史的な経緯、交通網の発展と関連付けて説明してい 

る。【思考・判断・表現】 

（４）本時の評価 

・中央高地の自然環境を生かした農業の変化と、交通網の発達を関連させて理解している。 

・中央高地の中心的な産業の変化について、自然環境や歴史的な経緯、交通網の発展と関連付けて説明している。                      

（５）ICT 活用のポイント 

   Google ジャムボードの付箋機能を活用することで、各自が調べた情報を整理し、その後班内での対話を

通して共有し、より学習を深めていく。 

（５）展開 

過

程 
学習活動及び学習内容 指導上の留意点 

評価規準 

評価方法 
資料 

 

導 

入 

 

 

○中央高地（長野・山梨）で生産がさかんな農

産物や工業製品を確認する。 

・提示された農産物・工業製品が山梨と長野、

どちらの日本一か予想する。 

○学習課題をつかむ。 

 

・振り返りシートに本時の学習課題を記入し、

予想を立てる。 

 

・農産物や工業製品の写真を大型モニ

ターに提示する。 

 

 

 

 

・予想したことを検証するための見通

しを立てさせる。どんな資料や情報が

あればよいか考えさせる。 

  

大型ﾓﾆﾀｰ 

 

Chromebook 

 

 

振り返り 

シート 

 

 

展 

開 

 

 

〇長野のレタス栽培、山梨の果樹栽培、長野や

山梨で見られる電気機械の生産がさかんな

理由を調べてまとめる。（20 分） 

・クラゲチャートに、産業発達の理由と考えら

えることを記入して整理する。 

・山梨の養蚕と諏訪盆地の製糸業とのかかわり

にも注目する。 

・生糸の需給の変化の様子を調べる。 

○班ごとに、自分が調べてわかったことを発表

し合い、情報を共有する。 

・諏訪盆地の製糸業と精密機械工業の共通項。 

・甲府盆地の養蚕と果実栽培の共通項。 

○jamboard にまとめる。 

・情報共有で確認したことを、班内で分担して

jamboard にまとめる。 

・Chromebook にスライドで資料集を提

示（諏訪盆地の製糸業の原料入手先、

甲府盆地の蚕の繭の輸送先、生糸の生

産量や輸出入の変化のグラフなど） 

・chromebook を使用して、スライドの資

料や自分で検索してわかったことを

ワークシートにチャート図を使って

整理させる。 

 

 

 

 

・jamboard に、班ごとにまとめていく。 

 

 

 

 

 

【知識・技

能】【思考・

判断・表現】

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

【思考・判

断・表現】 

観察 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

Chromebook 

 

ま 

と 

め 

 

○ 班 ご と に 作 成 し た ま と め を 各 自 の

chromebook と大型モニターで提示しながら

発表をする。 

 

○振り返りシート 

・発表した内容から、甲府盆地と諏訪盆

地の産業の変化に関わりがあること

に気付かせる。 

 

 

【思考・判

断・表現】 

 

振り返り 

シート 

大型ﾓﾆﾀｰ 

Chromebook 

 

振り返り 

シート 

 

中央高地でさかんな産業は、どのようにして発達してきたか？ 



 


